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　　　　　　　　分解匿試験報告書

試料名　スチレン　（試料漁K－55）

分子式　 C8亘呂一

構造式　　　H＝CH2
　　　　　　　グ

　　同　定　　　赤外分光光度計　　（付図一4参照）

　　性　状
　　　　　　　外観　液状　沸点個5．2

　　　　　　　純度臼の　ワ9　比重α906

　　　　　　　　　　　出典化学大辞典i

　　　　　　　溶解性　　対水不溶　一般の有機溶剤に可溶

試験期間　　　昭牙054年2月1日＾弔召和54年5月15日

試験方法及び条件

　環保業第　5　号

　薬　発第615号　微生物等による化学物質の分解度試験による

　49基局第5？2号

と
て

A

酬（司生分解試験条件一
（・）微生物源：躰灘汚泥佃 黶Z卸

　③供試物質濃度：50pエ皿

侶）試写期間：桝日商

巾）試験装置

　　　融織散量測曲弾馳物質用麺塑
（6）　試料rめ楳取

　　　騨　体のためマイク・シリ〃1・μ励蕗一

　　　培養ピシに添加した。

　　　（計算式）

④　BOD測定装置へのセット状況

　　在込時

　　途　中

　　終了時

状　　　況
pH

油状で表面に浮遊 一

汚泥の増殖が観察された 一

同上 一



ム2　直接定量分析

　　⑧　使用分析機器及ぴ条件

　　　　ガスクロマトグラフ
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①）分析試料の前処理

試　験　液
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4
． 試験結果

分解度9働

1…費量筆墨芋…

1暉による結果」100

7日目のアニリンの分解度　82多

圏．

5．考　　察

　　　酸素消費量及びG　C分析の結果から、供試物質は完全に』

　　　分解されたと考えられる。

　　　前回の試験条件（試料濃度100皿箪n、）汚泥濃度50PI皿）

　　　では（汚泥＋試料）系2点の分解度に大き左差が生じたこと

　　　が確認されて登り、今回の試験結果は、微生物の生育にとつ

　　　て、試験濃度の影響が大であることを示している。

以　上


